
問

昨
年
の
通
常
国
会
で

医
療
・
介
護
総
合
法
が
強

行
さ
れ
た
。
高
齢
者
と
家

族
を
重
大
な
影
響
か
ら
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
）
低
所
得
高
齢
者
向
け

の
住
ま
い
に
つ
い
て
の
現

状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
ニ
ー
ズ
を
ど
う
把
握

し
て
い
る
か
。
特
に
特
養

入
所
待
機
者
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

２
）
来
年
度
か
ら
始
ま
る

介
護
保
険
第
６
期
計
画
で

は
、
住
ま
い
と
生
活
支
援

な
ど
新
し
い
地
域
支
援
事

業
の
担
い
手
を
、
従
来
の

社
会
福
祉
法
人
に
と
ど
ま

ら
ず
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
協
同
組

合
な
ど
の
多
様
な
非
営
利

団
体
を
主
体
と
し
て
位
置

づ
け
、
市
と
し
て
支
援
し

て
い
く
べ
き
。

３
）
政
策
決
定
が
市
民
の

声
を
正
し
く
反
映
し
て
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
、
市
政

に
関
わ
る
情
報
が
市
民
に

十
分
に
提
供
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、

具
体
的
な
事
例
と
し
て
介

護
保
険
事
業
の
在
り
方
を

挙
げ
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
誰
に
委
託
す
る
か
、

ど
の
よ
う
な
過
程
で
、
ど

う
い
う
基
準
に
基
づ
い

て
、
誰
の
判
断
で
決
ま
っ

た
の
か
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
は
ど
う
か
。

新
た
な
事
業
主
体
も

支
援
す
る

健
康
福
祉
部
長

１
）
今

年
４
月
１
日
現
在
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

待
機
者
は
１
４
０
９
人
。

所
得
状
況
に
つ
い
て
の

デ
ー
タ
は
無
い
が
、
ほ
と

ん
ど
の
方
が
現
在
の
住
環

境
で
生
活
し
て
い
る
。

低
所
得
者
は
、
住
宅

扶
助
な
ど
に
よ
り
対
応
し

て
い
る
。
（
注
…
生
活
保

護
以
外
は
低
所
得
と
考
え

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
）

２
）
担
い
手
養
成
、
サ
ー

ビ
ス
開
発
な
ど
を
実
施

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
協
同
組
合
、

地
縁
組
織
な
ど
の
活
動
を

支
援
し
て
い
き
た
い
。

３
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
委
託
先
は
、
業
務

の
特
殊
性
、
業
務
の
実
績

を
考
慮
し
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

に
諮
っ
て
決
め
た
。

施
設
整
備
事
業
者
は
、

介
護
保
険
事
業
計
画
で
必

要
定
員
を
定
め
、
法
人
等

に
意
向
調
査
を
実
施
、
地

域
バ
ラ
ン
ス
・
供
給
と
負

担
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
必
要
定
員
を

見
込
み
、
介
護
保
険
事
業

計
画
等
策
定
懇
話
会
の
意

見
を
聞
い
て
計
画
案
を
策

定
し
、
議
会
の
承
認
を
得

て
決
定
す
る
。

特
養
整
備
事
業
者
に
つ

い
て
は
、
市
が
審
査
し
決

定
し
て
い
る
。

増
大
す
る

特
養
入
所
待
ち

問

特
養
入
所
待
機
者
が

１
４
０
０
名
超
、
抜
本
的

な
増
設
を
求
め
る
。

同
時
に
、
特
養
以
外
の

住
ま
い
の
整
備
が
求
め
ら

れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

住
宅
な
ど
の
住
ま
い
が
年

々
増
え
て
い
る
が
、
殆
ど

の
と
こ
ろ
が
月

～

万

14

15

円
以
上
か
か
り
、
国
民
年

金
だ
け
で
暮
ら
す
よ
う
な

方
も
、
生
活
保
護
の
方
も

入
れ
な
い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
料
も
含

め
て

万
円
程
度
で
入
居

10

で
き
る
住
ま
い
を
協
同
組

合
が
建
設
し
て
い
る
。

例
え
ば
、「
認
知
症
で
、

虐
待
に
あ
っ
て
い
る
が
お

金
が
な
く
、
特
養
入
所
待

ち
」
の
方
が
こ
の
施
設
に

入
っ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
な
が
ら
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
施
設

で
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け

な
い
。
ま
さ
に
命
綱
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
施

設
も
不
足
し
入
所
待
ち
。

支
援
し
、
整
備
す
べ
き
だ

が
、
ま
ず
状
況
を
よ
く
把

握
す
べ
き
。

第
６
期
計
画
で
そ
の
必

要
性
を
検
討
す
べ
き
。

支
援
の
考
え
は
な
い

健
康
福
祉
部
長

待
機
者

す
べ
て
が
そ
う
い
う
状
況

で
は
な
い
。
先
々
の
不
安

解
消
の
た
め
の
申
し
込
み

の
方
も
い
る
。

市
に
は
状
況
を
把
握
す

る
権
限
も
な
い
。
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加 藤 太 一
稲 生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

５
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日
本
共

産
党
の
関
徹
議
員
は
、
①
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
、
②
政
策

決
定
過
程
の
透
明
性
と
い
わ
ゆ
る
「
天
下
り
」
に
つ
い

て
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
改
悪
の
影
響
は
重
大

運
営
・
公
表
に
関
す
る
要

綱
」
を
制
定
、
平
成

年
25

１
月
か
ら
運
用
を
開
始
。

審
議
会
等
は
、

機
関
、

80

委
員
数
１
２
０
９
名
、
公

募
委
員
を
選
任
し
て
い
る

審
議
会
等
は

、
委
員
数

11

人
。

46
１
４
９
件
の
う
ち
全
部

公
開
１
１
５
件
、
一
部
公

開
２
件
、
非
公
開

件
。

32

公
開
し
て
い
る
会
議
は

日
程
等
を
事
前
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
知
ら
せ
、
会
議

録
を
公
表
。
公
表
ま
で
の

日
数
は
約
２
ヵ
月
。

兼
務
１
８
１
人
・
兼
務

数
４
９
３
、
原
則
４
つ
以

上
の
兼
務
は
不
可
と
定

め
、
解
消
は
進
ん
で
い
る
。

「
元
市
幹
部
職
員
の
委

員
の
数
」
は
７
人
、
兼
務

数
は

。
19

天
下
り
は
望
ま
し
い
？

５
）
過
去
５
年
間
に
退
職

し
た
市
の
部
長
級
、
課
長

級
の
職
員
は
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）

問

審
議
会
等
は
、
市
民

の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
場
と
し
て
重
要
。

４
）
公
募
委
員
の
い
る
審

議
会
等
の
数
と
委
員
の
人

数
、
会
議
の
開
催
告
知
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
会
の
数
は
。

議
事
録
は
す
べ
て
２
週

間
程
度
の
期
限
を
決
め
公

開
す
べ
き
だ
が
現
状
は
。

委
員
の
兼
職
は
で
き
る

だ
け
避
け
る
と
い
う
方
針

を
出
し
た
訳
だ
が
ど
う
進

展
し
た
か
。

元
市
幹
部
職
員
が
委
員

に
な
る
こ
と
は
避
け
る
べ

き
。

５
）
市
幹
部
職
員
の
「
天

下
り
」
。
退
職
し
た
人
数

は
、

年
３
月
以
降
ど
う

22

推
移
し
た
か
。

「
天
下
り
」
は
無
く
し

て
い
く
べ
き
。

審
議
会
等
の
委
員
公
募

・
公
開
な
ど
進
む

総
務
部
長

４
）
「
審
議

会
等
の
設
置
及
び
会
議
の

市
幹
部
職
員
の｢

天
下
り｣

は
や
め
る
べ
き



日
の
鶴
岡
市
議
会
本

24
会
議
で
、
市
民
団
体
か
ら

提
出
さ
れ
た
３
件
の
請
願

の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
新
政
ク
ラ
ブ
、
政
友

公
明
ク
ラ
ブ
等
の
反
対
多

数
で
、
す
べ
て
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
３
件
す
べ
て
に
つ
い

て
討
論
を
行
い
賛
成
し
ま

し
た
。
す
べ
て
に
賛
成
し

た
の
は
党
市
議
団
だ
け
で

し
た
。

「
米
価
下
落
対
策
」
発

議
し
な
が
ら
「
過
剰
米

処
理
」
に
反
対

「
政
府
に
よ
る
緊
急
の

過
剰
米
処
理
を
求
め
る
請

願
」
は
、
新
政
ク
ラ
ブ
と

政
友
公
明
ク
ラ
ブ
の
反
対

多
数
で
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。日

の
常
任
委
員
会
審

16
査
不
採
択
の
あ
と
、
米
価

下
落
の
波
紋
の
広
が
り
か

ら
「
米
価
下
落
対
策
を
求

め
る
意
見
書
」
を
発
議
す

る
動
き
が
お
こ
り
、
本
会

議
審
査
の
翌
日
で
あ
る
25

日
の
本
会
議
で
、
そ
の
意

見
書
を
採
択
し
よ
う
と
す

る
状
況
の
中
で
の
請
願
不

採
択
で
し
た
。

賛
成
討
論
に
立
っ
た
日

本
共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議

員
は
「
明
日
の
本
会
議
で

『
米
価
下
落
対
策
を
求
め

る
意
見
書
』
を
議
員
発
議

で
急
き
ょ
提
出
し
、
米
の

需
給
と
価
格
の
安
定
対
策

を
求
め
よ
う
と
す
る
な

ら
、
過
剰
米
処
理
を
求
め

る
本
請
願
を
採
択
す
る
こ

と
が
筋
で
あ
る
。
米
の
需

給
安
定
は
政
府
の
責
任
で

あ
り
、
緊
急
の
過
剰
米
処

理
に
よ
っ
て
農
家
の
苦
境

を
救
う
こ
と
を
強
く
求
め

る
」
と
述
べ
、
請
願
採
択

を
強
く
求
め
ま
し
た
。

一
方
、
反
対
討
論
に
立

っ
た
新
政
ク
ラ
ブ
の
本
間

信
一
議
員
は
「
米
の
過
剰

は
消
費
を
上
回
る
生
産
・

過
剰
作
付
け
が
原
因
。
少

子
高
齢
化
で
米
消
費
量
減

少
は
変
え
ら
れ
な
い
。
消

費
者
は
価
格
下
落
を
歓
迎

し
て
い
る
。
過
剰
米
処
理

は
消
費
者
を
意
識
し
な
い

対
策
だ
」
な
ど
と
、
米
価

暴
落
に
苦
し
む
農
家
の
願

い
を
切
り
捨
て
る
か
の
よ

う
な
発
言
を
し
ま
し
た
。

「
米
価
下
落
対
策
」
の

実
施
を
求
め
な
が
ら
、「
過

剰
米
処
理
」
を
求
め
る
請

願
に
反
対
し
た
新
政
ク
ラ

ブ
と
政
友
公
明
ク
ラ
ブ
の

態
度
は
矛
盾
に
満
ち
た
も

の
で
あ
り
、
「
市
民
要
求

実
現
よ
り
も
党
利
党
略
を

優
先
し
た
」
と
言
わ
れ
か

ね
な
い
も
の
で
す
。

問

事
業
者
の
決
定
に
つ

い
て
、
他
市
で
は
公
募
が

常
識
。
本
市
も
そ
う
い
う

ル
ー
ル
を
決
め
る
べ
き
。

先
進
市
の
よ
う
に
市
民

参
加
の
保
障
を
「
市
の
責

務
」と
し
て
明
記
す
べ
き
。

市
長
に
は
、
行
政
活
動

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
市
民

参
加
を
進
め
る
考
え
は
あ

る
か
。

積
極
的
に
努
力
す
る

市
長

こ
れ
か
ら
も
市
政

運
営
の
透
明
性
を
図
り
、

改
善
す
べ
き
点
に
つ
い
て

は
積
極
的
に
努
力
し
て
参

り
た
い
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
9月18日入札分

・高坂２号線ほか２路線道路改良工事（高坂地内ほか）
エスケイ建設(有) 2,150,000円（2,468,000円）工期～11/28（落札率87.1％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
9月18日入札分

・櫛引赤川河川緑地トイレ整備工事(繰越明許)（黒川地内）
加藤建設管工(株) 13,170,000円（14,177,000円）工期～12/25（落札率92.9％）
・市道日野沢線・大西線道路改良工事（砂川地内）
(株)金丸建設 17,100,000円（17,676,000円）工期～12/26（落札率96.7％）

東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
9月18日入札分

・市道大口櫛引線防雪柵設置工事（羽黒町川代地内）
(株)山田工務店 38,600,000円（39,804,000円）工期～12/19（落札率97.0％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月18日入札分

・市公共下水道事業 汚水湯野浜幹線改良工事（湯野浜一丁目地内）
不調 － （13,149,000円）工期～12/10

・市公共下水道事業 汚水1Ｈ020～033号新設工事（岡山地内）
鶴岡建設(株) 38,000,000円（42,222,000円）工期～27/1/30（落札率90.0％）
・市公共下水道事業 汚水4004～4024号路面復旧工事・加茂中学校前港湾線
道路改良工事（加茂地内）
日本道路(株)鶴岡出張所 12,100,000円（13,435,000円）工期～11/17（落札率90.1％）

温海建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
9月11日落札決定保留分

・小名部線道路改良工事（小名部地内）
(株)マルゴ 19,180,000円（21,805,000円）工期～12/25（落札率88.0％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

医
療
職
を
除
い
て

名
。

94

う
ち
再
就
職
し
た
者

は
、
把
握
し
て
い
る
と
こ

ろ
で

名
。

25
市
職
員
と
し
て
培
っ
て

き
た
経
験
や
知
識
を
、
退

職
後
も
公
益
・
公
共
の
た

め
に
活
か
す
こ
と
は
否
定

さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
能

力
を
大
い
に
発
揮
し
て
も

ら
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
再
就
職
先
の
団

体
と
市
と
の
間
に
契
約
・

補
助
と
い
っ
た
関
係
が
あ

っ
て
も
、
定
め
ら
れ
た
手

続
き
や
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て

契
約
締
結
・
補
助
決
定
を

行
っ
て
お
り
、
監
査
も
受

け
て
お
り
適
正
。

再
就
職
は
、
い
ず
れ
も

各
団
体
か
ら
の
要
請
が
あ

っ
た
上
で
、
本
人
の
知
識

や
経
験
、
能
力
を
踏
ま
え

た
団
体
の
判
断
の
も
と
に

行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
市
と
の
関

係
に
お
い
て
ト
ラ
ブ
ル
は

起
き
て
い
な
い
し
、
疑
念

を
招
く
よ
う
な
職
務
上
の

行
為
は
行
わ
な
い
と
い
う

意
識
・
モ
ラ
ル
が
定
着
し

て
い
る
。

特
別
な
規
制
を
講
ず
る

と
い
う
よ
う
な
考
え
は
も

っ
て
い
な
い
。

２０１４年９月議会　請願に対する各議員の賛否　（○賛成　●反対）
市民クラブ 無 日本共産党 政友公明 新政クラブ

石

井

清

則

今
野
美
奈
子

渡

辺

洋

井

佐

藤

峯

男

加

賀

山

茂

小

野

由

夫

田

中
　

宏

関

 

徹

菅

井
　

巌

加

藤

太

一

加

藤

鉱

一

秋

葉
　

雄

富

樫

正

毅

中

沢
　

洋

岡

村

正

博

佐

藤

文

一

上
野
多
一
郎

尾

形

昌

彦

五
十
嵐
一
彦

小
野
寺
佳
克

佐

藤

博

幸

佐

藤

久

樹

菅

原

一

浩

本

間

信

一

佐

藤
　

聡

本
間
新
兵
衛

野

村

廣

登

齋

藤
　

久

今

野

良

和

神

尾
　

幸

五
十
嵐
庄
一

渋

谷

耕

一

集団的自衛権行使の閣議決定の撤回を求める意見書提出の請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議○ ○ ○ ○

政府による緊急の過剰米処理を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 長○ ○ ○ ○

農業委員会、企業の農地所有、農協改革など、『農業改革』に関する請願 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●○ ○ ○ ○

市
民
参
加
推
進
の
考
え
は
あ
る
か


